
 

 

 

 

 

 

 

＜定着が見られる内容＞ 

  ○話の内容に注目して聞き、必要に応じて質問する力が身に付いている。 

○話の構成や展開等を注意して聞くことができる。 

 

＜課題が見られる内容＞ 

  ◆質問の意図を捉えて応えることに課題がある。 

   

   

 

 

  ☆話し合いや意見交換の場を積極的に取り入れる。 

  ☆体験や資料等を用いて、意見発表ができる授業内容を構成する。 

  

 

 

 

 

＜定着が見られる内容＞ 

  ○段落相互の関係に注意し、読みやすく分かりやすい文章を書くことができる。 

  ○相手に的確に伝わるように、構成を考えて書くことができる。 

   

＜課題が見られる内容＞ 

  ◆伝えたい内容が十分に表されているかを考え、推敲する力に課題がある。 

  ◆得られた知識や情報を使い、説明する力に課題がある。 

   

 

 

 

  ☆文章を書く場面を多く設定する。 

  ☆作文指導では、「誰に」「何を」「何のために」伝えるかを明確にするとともに、自他の文章を読

み合うなど、その後の推敲も丁寧に行い、言葉への意識を高める指導を行う。 

   

 

 

 

 

＜定着が見られる内容＞ 

  ○文章中の語句を理解し、文脈を捉えて読むことができる。 

  ○段落の役割や文章の展開を理解して、内容を把握することができる。 

   

 

【 話すこと・聞くこと 】 

指導改善のポイント 

【 書くこと 】 

【 読むこと 】 

中学校・国語 

指導改善のポイント 



＜課題が見られる内容＞ 

  ◆場面の展開や登場人物の描写や言動の意味等に注意して読み、内容を理解する力に課題がある。 

   

 

 

 

  ☆心情を読み取る文学的文章や構成を意識した説明的文章等、文章に即した読み方の習得を図る。 

  ☆読後の感想を交換し合い、作者のものの見方や考え方と比較しながら、自己の考えを深める指導 

   を行う。 

 

 

 

 

 

＜定着が見られる内容＞ 

  ○語句の意味や文法の知識をもとに、文脈に即して漢字を正しく書いたり読んだりすることができ

る。 

  ○漢字を正しく読むことができる。 

  ○書道や古典に関する基礎的知識が身に付いている。 

   

＜課題が見られる内容＞ 

  ◆文脈に沿って語句を適切に使う力に課題がある。 

  ◆目的に応じて、文の構成やことわざを正しく理解して使うことに課題がある。 

   

 

 

 

  ☆文章を書く機会を多くするとともに、より多くの語彙を獲得するために国語辞典を絶えず活用し、

豊かな表現力の涵養を図る。 

  ☆様々な表現と出会うためのインタビューや、学校図書館を活用する学習形態を積極的に取り入れ

る。 

 

 

 

 

 

 

  ⇒地域や家庭への読書推進の啓発を積極的に行い、多様な語句や文章に触れる機会を増やす。 

  ⇒国語の教科のみならず、全教科で計画的かつ段階的に言語活動に取り組ませる。特に、道徳や総

合的な学習の時間等では、読み物や資料の教材化を図る。また、図書室を調べ学習等の学習活動

の場所として積極的に利用させる。 

  ⇒社会生活とつながる語彙力や表現力を培うという実践目標を立て、伝え合う活動にインタビュー

等を取り入れる。 

 

 

 

 

 

【 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 】 

今後に向けて 

指導改善のポイント 

指導改善のポイント 



 

生徒が苦手とした問題 

 

＜国語Ｂ 説明的な文章を読む＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 


